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1.  平成23年3月期第2四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 73,724 5.6 4,147 2.4 4,404 3.2 2,383 3.0
22年3月期第2四半期 69,803 △8.7 4,050 △6.1 4,266 △6.8 2,313 △1.1

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 44.97 ―

22年3月期第2四半期 43.66 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 126,110 84,405 64.7 1,540.62
22年3月期 131,966 83,065 60.9 1,516.79

（参考） 自己資本   23年3月期第2四半期  81,649百万円 22年3月期  80,386百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 20.00 ― 20.00 40.00

23年3月期 ― 20.00

23年3月期 
（予想）

― 20.00 40.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  有  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 160,000 5.2 11,700 8.4 12,000 6.9 6,700 6.4 126.42



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基
づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
・本資料に記載した業績予想は、発表日現在において入手可能な情報に基づくものであります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあた
っての注意事項等については、四半期決算短信（添付資料）４ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧下さい。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.５「その他の情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期2Q 52,999,120株 22年3月期  52,999,120株

② 期末自己株式数 23年3月期2Q  1,476株 22年3月期  1,314株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Q 52,997,710株 22年3月期2Q 52,997,821株
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当第２四半期連結累計期間のわが国経済は、全体として緩やかな回復が見られたものの、円高の進行等

から、先行きが不透明な状況が継続しております。 

また情報サービス業界においては、依然投資の抑制傾向が継続しております。 

（企業集団の営業の経過及び成果） 

このような事業環境下、当社グループは、既存顧客からの継続的な受注確保や新規顧客開拓を進めるこ

とにより事業機会を確実にとらえるとともに、事業体質の強化や事業領域の拡大、クラウド・サービス事

業の加速に向けた諸施策に全社をあげて取り組んでまいりました。 

事業体質の強化につきましては、トップラインの維持・拡大に向けた諸施策の実行、SEの稼動向上やパ

ートナー連携強化に向けた施策の実行及びプロジェクトリスク管理の強化に取り組んでまいりました。 

事業領域の拡大につきましては、テレコム分野やIFRS対応等の成長分野への取り組みを強化すべく体制

を整備し、特にIFRS対応につきましては導入診断サービスや顧客企業のIT全体計画支援を開始いたしまし

た。 

クラウド・サービス事業の加速につきましては、アプリケーションサービスメニューを拡充するととも

に、その中核拠点となる高密度・グリーン（環境負荷軽減）対応型の次世代高規格データセンター建設を

平成24年初頭の開設に向け進めております。また、社内クラウド開発環境である「NSSDCクラウド」の活

用・拡大を図りました。 

これらの施策を強力に推進した結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は、73,724百万円と前年同期

(69,803百万円)と比べ3,921百万円の増収となりました。経常利益は、売上高総利益率の低下により売上

総利益が減益となったものの、販売費及び一般管理費の効率化に努めた結果、4,404百万円と前年同期 

(4,266百万円)と比べ137百万円の増益となりました。 

  

当第２四半期連結累計期間をサービス分野別（業務ソリューション事業、基盤ソリューション事業及び

ビジネスサービス事業）に概観いたしますと、以下のとおりであります。 

（業務ソリューション事業） 

業務ソリューション事業につきましては、当第２四半期連結累計期間の売上高は38,222百万円と前年同

期 (38,389百万円)と比べ166百万円の減収となりました。 

産業、流通・サービス分野 

産業、流通・サービス分野向けにつきましては、総じてIT投資の抑制傾向が継続いたしましたが、一部

の顧客企業の競争力確保に資する投資は回復しつつあります。このような事業環境下、当社は、電機・精

密機器メーカー向けのグローバルSCM（Supply Chain Management）ソリューション、小売業向けソリュー

ション及び経営財務ソリューションをはじめ各種システム案件の開発・保守案件を着実に受注・実行して

きた結果、電機・精密機器メーカー向けを中心に売上高は前年同期比で増収となりました。 

金融分野 

金融分野向けにつきましては、メガバンクを中心に戦略的なIT投資は堅調であったものの、地銀・証券

系は、引き続きIT投資の絞込み基調が継続いたしました。 

このような事業環境下、既存顧客とのリレーション強化や新たなソリューションメニューの拡充に努め

ましたが、地銀・証券系向けを中心に売上高は前年同期比で減収となりました。 

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報
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社会・公共分野 

社会・公共分野向けにつきましては、公共部門のIT予算削減基調の中、既存ベンダーとの価格競争や新

規ベンダーの参入等により競争が一層激化いたしました。 

このような事業環境下、当社は、大規模構築力を活かし、中央省庁向けの調査統計案件等を受注・実行

してきたものの、衛星・科学分野における大型案件が終了したこと等により売上高は前年同期比で減収と

なりました。 

（基盤ソリューション事業） 

基盤ソリューション事業につきましては、システム基盤統合やクラウド・サービス等の市場ニーズが高

い中、技術・価格両面において競争が激化しております。 

このような事業環境下、当社は、高性能・高信頼性を要求されるシステム基盤を中心に各種ITインフラ

の受注・提供及び保守ビジネスの拡大を図ってきた結果、サーバ仮想化案件等が増加し、当第２四半期連

結累計期間の売上高は8,737百万円と前年同期（7,404百万円）と比べ1,333百万円の増収となりました。 

  

（ビジネスサービス事業） 

ビジネスサービス事業につきましては、競合各社ともサービス事業の強化を打ち出しており、成長領域

であるクラウド・サービス、運用サービス及びデータセンター事業における競争は一層激化しておりま

す。 

このような事業環境下、当第２四半期連結累計期間は、新日本製鐵㈱向けや一般事業会社向けが増加し

た結果、売上高は26,764百万円と前年同期（24,009百万円）と比べ2,754百万円の増収となりました。 

  

①貸借対照表 

（資産の部） 

当第２四半期連結会計期間末の資産の部は、前連結会計年度末131,966百万円から5,856百万円減少

し、126,110百万円となりました。主な内訳は、受取手形及び売掛金の減少△8,316百万円、有価証券の

減少△2,569百万円、有形固定資産の増加2,254百万円、預け金の増加2,130百万円であります。 

  

（負債の部） 

当第２四半期連結会計期間末の負債の部は、前連結会計年度末48,900百万円から7,195百万円減少

し、41,705百万円となりました。主な内訳は、支払手形及び買掛金の減少△5,114百万円、未払法人税

等の減少△559百万円であります。 

  

（純資産の部） 

当第２四半期連結会計期間末の純資産の部は、前連結会計年度末83,065百万円から1,339百万円増加

し、84,405百万円となりました。主な内訳は、四半期純利益2,383百万円、配当金△1,059百万円、少数

株主持分の増加76百万円、その他有価証券評価差額金の減少△55百万円であります。その結果、自己資

本比率は64.7％となります。 

  

②資金調達 

 1)金融機関等からの借入可能枠 

当社は、大手各行に対し計4,800百万円の当座借越枠を保有しております。また、新日本製鐵㈱の連

結子会社であるニッテツ・ファイナンス㈱に対し4,600百万円の当座借越枠があり、合計9,400百万円の

当座借越枠を保有しております。 

  

 2)キャッシュマネージメントシステム(CMS) 

当社は、上記ニッテツ・ファイナンス㈱のCMSを利用しており、当第２四半期連結会計期間末は

27,336百万円を預け入れております。 

  

(2) 連結財政状態に関する定性的情報

- 3 -

新日鉄ソリューションズ㈱　（2327）　平成23年３月期　第２四半期決算短信



③キャッシュ・フローの状況 

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物の残高は、38,373百万円となりました。前

第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物の増減額が1,027百万円であったのに対し、当第

２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物の増減額は4,257百万円になりました。各活動区分

別には以下のとおりであります。 
  

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

前第２四半期連結累計期間は、税金等調整前四半期純利益4,266百万円、減価償却費967百万円、たな

卸資産の増加△2,063百万円、法人税等の支払△4,077百万円、企業間信用2,989百万円等により4,451百

万円となりました。一方、当第２四半期連結累計期間は、税金等調整前四半期純利益4,404百万円、減

価償却費1,071百万円、たな卸資産の増加△1,842百万円、法人税等の支払△2,483百万円、企業間信用

3,200百万円等により3,278百万円となりました。 
  

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

前第２四半期連結累計期間は、有価証券の取得による支出△6,150百万円、有価証券の償還による収

入2,200百万円、有形及び無形固定資産の取得による支出△970百万円、投資有価証券の償還による収入

3,000百万円等により△1,944百万円となりました。一方、当第２四半期連結累計期間は、有価証券の取

得による支出△997百万円、有価証券の償還による収入7,000百万円、有形及び無形固定資産の取得によ

る支出△3,767百万円等により2,323百万円となりました。 
  

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

前第２四半期連結累計期間は、配当金の支払等により△1,483百万円となりました。一方、当第２四

半期連結累計期間も同様に配当金の支払等により△1,341百万円となりました。 

  

通期連結業績予想につきましては、当第２四半期連結累計期間において当初の連結業績予想に対し増収

となったことを踏まえ、次のとおり変更いたしました。 

なお、通期個別業績予想につきましても、併せて変更することといたしました。 

  

 連結業績予想 

（修正前：平成22年３月期 決算短信１ページ「３.平成23年３月期の連結業績予想」） 
(％表示は、対前期増減率) 

 
  

（修正後） 
(％表示は、対前期増減率) 

 
  

(3) 連結業績予想に関する定性的情報

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通  期 156,000 2.5 11,700 8.4 12,000 6.9 6,700 6.4 126 42

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通  期 160,000 5.2 11,700 8.4 12,000 6.9 6,700 6.4 126 42
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 個別業績予想 

（修正前：平成22年３月期 決算短信２ページ「２.平成23年３月期の個別業績予想」） 
（％表示は、対前期増減率) 

 
  

（修正後） 
(％表示は、対前期増減率) 

 
  

上記に記載した予想数値は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づくものであります。実

際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 

  

該当事項はありません。 

  

①繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異

等の発生状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用した将来の業績予

測やタックス・プランニングを利用する方法によっております。 

  

②当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前

四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。 

  

「資産除去債務に関する会計基準」等の適用 

詳細は「3．四半期連結財務諸表(6)四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変

更」をご参照下さい。 

  

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通  期 139,000 3.0 9,300 8.6 10,000 4.4 6,100 4.8 115 10

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通  期 143,000 5.9 9,300 8.6 10,000 4.4 6,100 4.8 115 10

2. その他の情報

(1) 重要な子会社の異動の概要

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要
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3. 四半期連結財務諸表 
 (1) 四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,086 4,389

預け金 27,336 25,206

受取手形及び売掛金 25,564 33,881

有価証券 9,948 12,518

仕掛品 13,039 11,219

原材料及び貯蔵品 143 120

その他 3,844 3,876

貸倒引当金 △11 △134

流動資産合計 82,952 91,077

固定資産   

有形固定資産 ※1  12,987 ※1  10,733

無形固定資産   

のれん 2,929 3,012

その他 1,344 1,087

無形固定資産合計 4,274 4,100

投資その他の資産   

関係会社長期貸付金 12,000 12,000

その他 13,895 14,054

投資その他の資産合計 25,895 26,054

固定資産合計 43,157 40,888

資産合計 126,110 131,966

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 9,402 14,517

未払法人税等 2,000 2,559

賞与引当金 6,033 5,905

その他の引当金 697 531

その他 10,653 12,788

流動負債合計 28,787 36,301

固定負債   

退職給付引当金 11,428 10,898

役員退職慰労引当金 158 160

その他 1,330 1,539

固定負債合計 12,917 12,598

負債合計 41,705 48,900
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（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 12,952 12,952

資本剰余金 9,950 9,950

利益剰余金 60,046 58,722

自己株式 △4 △3

株主資本合計 82,945 81,621

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △2 52

土地再評価差額金 △1,276 △1,276

為替換算調整勘定 △16 △11

評価・換算差額等合計 △1,296 △1,235

少数株主持分 2,755 2,679

純資産合計 84,405 83,065

負債純資産合計 126,110 131,966
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 (2) 四半期連結損益計算書 
  【第２四半期連結累計期間】 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
  至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
  至 平成22年９月30日) 

売上高 69,803 73,724

売上原価 ※2  55,382 ※2  59,451

売上総利益 14,420 14,273

販売費及び一般管理費 ※1, ※2  10,369 ※1, ※2  10,126

営業利益 4,050 4,147

営業外収益   

受取利息 163 129

受取配当金 61 158

持分法による投資利益 1 1

為替差益 － 0

貸倒引当金戻入額 76 43

その他 3 2

営業外収益合計 305 335

営業外費用   

支払利息 29 40

為替差損 0 －

固定資産除却損 16 21

事務所移転費用 40 －

その他 3 15

営業外費用合計 89 77

経常利益 4,266 4,404

税金等調整前四半期純利益 4,266 4,404

法人税等 ※3  1,888 ※3  1,907

少数株主損益調整前四半期純利益 － 2,496

少数株主利益 64 113

四半期純利益 2,313 2,383
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  【第２四半期連結会計期間】 

（単位：百万円）

前第２四半期連結会計期間 
(自 平成21年７月１日 
  至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結会計期間 
(自 平成22年７月１日 
  至 平成22年９月30日) 

売上高 37,165 39,735

売上原価 ※2  29,872 ※2  32,466

売上総利益 7,293 7,269

販売費及び一般管理費 ※1, ※2  5,128 ※1, ※2  4,893

営業利益 2,165 2,375

営業外収益   

受取利息 78 60

受取配当金 3 3

持分法による投資利益 0 0

為替差益 0 1

貸倒引当金戻入額 55 13

その他 1 0

営業外収益合計 139 79

営業外費用   

支払利息 21 19

固定資産除却損 16 17

事務所移転費用 40 －

その他 2 9

営業外費用合計 80 47

経常利益 2,224 2,408

税金等調整前四半期純利益 2,224 2,408

法人税等 ※3  852 ※3  1,015

少数株主損益調整前四半期純利益 － 1,392

少数株主利益 63 98

四半期純利益 1,309 1,293
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 (3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
  至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
  至 平成22年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 4,266 4,404

減価償却費 967 1,071

のれん償却額 82 82

貸倒引当金の増減額（△は減少） △80 △124

賞与引当金の増減額（△は減少） △17 128

退職給付引当金の増減額（△は減少） 528 529

受取利息及び受取配当金 △224 △287

支払利息 29 40

持分法による投資損益（△は益） △1 △1

売上債権の増減額（△は増加） 9,632 8,314

たな卸資産の増減額（△は増加） △2,063 △1,842

仕入債務の増減額（△は減少） △6,642 △5,113

その他 1,858 △1,640

小計 8,335 5,561

利息及び配当金の受取額 222 240

利息の支払額 △29 △40

法人税等の支払額 △4,077 △2,483

営業活動によるキャッシュ・フロー 4,451 3,278

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有価証券の取得による支出 △6,150 △997

有価証券の償還による収入 2,200 7,000

有形及び無形固定資産の取得による支出 △970 △3,767

投資有価証券の取得による支出 △0 △0

投資有価証券の償還による収入 3,000 －

関係会社貸付けによる支出 △12,000 －

関係会社貸付金の回収による収入 12,000 －

関係会社株式の取得による支出 － △21

その他 △22 110

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,944 2,323

財務活動によるキャッシュ・フロー   

長期借入金の返済による支出 △8 －

自己株式の取得による支出 － △0

配当金の支払額 △1,192 △1,059

少数株主への配当金の支払額 △96 △36

リース債務の返済による支出 △185 △245

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,483 △1,341

現金及び現金同等物に係る換算差額 3 △2

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,027 4,257

現金及び現金同等物の期首残高 35,427 34,115

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1  36,455 ※1  38,373
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当第２四半期連結累計期間(自 平成22年４月１日 至 平成22年９月30日) 

該当事項はありません。 

  

当第２四半期連結累計期間(自 平成22年４月１日 至 平成22年９月30日) 

該当事項はありません。 

  

  

 

  

 
  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

(6) 四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日 至 平成22年９月30日)

１ 連結の範囲に関する事項の変更

該当事項はありません。

２ 持分法の適用に関する事項の変更

第２四半期連結会計期間より、「気象衛星ひまわり運用事業株式会社」について新たに株式を取得したた

め、持分法適用の範囲に含めております。なお、みなし取得日は第２四半期連結会計期間末としております。

３ 連結子会社の事業年度等に関する事項の変更

該当事項はありません。

４ 会計処理基準に関する事項の変更

「資産除去債務に関する会計基準」等の適用

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月

31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31

日）を適用しております。

これによる当期の損益への影響はありません。

５ 四半期連結キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲の変更

該当事項はありません。

(7) 表示方法の変更

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日 至 平成22年９月30日)

（四半期連結損益計算書関係）

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づく財務諸表等規則等の

一部を改正する内閣府令（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の適用に伴い、当第２四半期連結累計期間で

は、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しております。

当第２四半期連結会計期間
(自 平成22年７月１日 至 平成22年９月30日)

（四半期連結損益計算書関係）

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づく財務諸表等規則等の

一部を改正する内閣府令（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の適用に伴い、当第２四半期連結会計期間で

は、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しております。
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(8) 簡便な会計処理

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日 至 平成22年９月30日)

 繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異の発生状

況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用した将来の業績予測やタックス・プラン

ニングを利用する方法によっております。

(9) 四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日 至 平成22年９月30日)

 税金費用の計算

当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純

利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。

(10) 四半期連結貸借対照表関係

当第２四半期連結会計期間末 
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末 
(平成22年３月31日)

※１ 有形固定資産の減価償却累計額  11,352百万円

  ２ 偶発債務
 関連会社の金融機関からの借入金に対し、保証
予約を行っております。 
  
㈱北海道高度情報技術センター   6百万円

※１ 有形固定資産の減価償却累計額  10,845百万円

２ 偶発債務
関連会社の金融機関からの借入金に対し、保証

予約を行っております。 
  
㈱北海道高度情報技術センター    8百万円 
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(11) 四半期連結損益計算書関係

前第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日)

 

※１ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金

額は、次のとおりであります。

給料諸手当 3,245百万円

賞与引当金繰入額 1,222百万円

退職給付費用 252百万円

役員退職慰労引当金繰入額 16百万円

減価償却費 98百万円

のれん償却額 82百万円

営業支援費 1,653百万円

※２ 一般管理費及び当期製造費用に含まれる研究開
発費は、539百万円であります。 
 

※３ 法人税等調整額は、法人税等に含めて表示して
おります。 
 

 

※１ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金

額は、次のとおりであります。

給料諸手当 3,120百万円

賞与引当金繰入額 1,231百万円

退職給付費用 250百万円

役員退職慰労引当金繰入額 15百万円

減価償却費 85百万円

のれん償却額 82百万円

営業支援費 1,654百万円

※２ 一般管理費及び当期製造費用に含まれる研究開
発費は、644百万円であります。 
 

※３ 法人税等調整額は、法人税等に含めて表示して
おります。 
 

前第２四半期連結会計期間
(自 平成21年７月１日 
 至 平成21年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自 平成22年７月１日 
 至 平成22年９月30日)

 

※１ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金

額は、次のとおりであります。

給料諸手当 1,495百万円

賞与引当金繰入額 628百万円

退職給付費用 116百万円

役員退職慰労引当金繰入額 7百万円

減価償却費 50百万円

のれん償却額 41百万円

営業支援費 833百万円

※２ 一般管理費及び当期製造費用に含まれる研究開
発費は、236百万円であります。 
 

※３ 法人税等調整額は、法人税等に含めて表示して
おります。 
 

 

※１ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金

額は、次のとおりであります。

給料諸手当 1,472百万円

賞与引当金繰入額 590百万円

退職給付費用 122百万円

役員退職慰労引当金繰入額 7百万円

減価償却費 43百万円

のれん償却額 41百万円

営業支援費 772百万円

※２ 一般管理費及び当期製造費用に含まれる研究開
発費は、296百万円であります。 
 

※３ 法人税等調整額は、法人税等に含めて表示して
おります。 
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当第２四半期連結会計期間末(平成22年９月30日)及び当第２四半期連結累計期間(自 平成22年４月１

日 至 平成22年９月30日) 

  

 ① 発行済株式の種類及び総数 

 
  

 ② 自己株式の種類及び株式数 

 
  

 ③ 新株予約権等に関する事項 

  該当事項はありません。 

  

 ④ 配当に関する事項 

1) 配当金支払額 

 
  

2) 基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会

計期間の末日後となるもの 

 
  

 ⑤ 株主資本の著しい変動に関する事項 

   該当事項はありません。 

(12) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係

前第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
 至 平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年９月30日)

 

※１ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係 

 

現金及び預金勘定 3,973百万円

預け金勘定 27,771百万円

有価証券勘定 12,859百万円

計 44,605百万円

取得日から償還期限が３か月超の

有価証券
△8,150百万円

現金及び現金同等物 36,455百万円
 

※１ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係 

 

現金及び預金勘定 3,086百万円

預け金勘定 27,336百万円

有価証券勘定 9,948百万円

計 40,372百万円

取得日から償還期限が３か月超の

有価証券
△1,998百万円

現金及び現金同等物 38,373百万円

(13) 株主資本等関係

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 52,999,120

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 1,476

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年５月18日 
取締役会

普通株式 1,059 20.00
平成22年
３月31日

平成22年 
６月２日

利益剰余金

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年10月27日 
取締役会

普通株式 1,059 20.00
平成22年
９月30日

平成22年 
12月３日

利益剰余金
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前第２四半期連結会計期間(自 平成21年７月１日 至 平成21年９月30日)及び前第２四半期連結累計

期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日) 
  

当社及び当グループは情報システムの企画からソフトウェアの開発、ハードウェア等機器の選定及

びシステムの運用や保守等、総合的なサービス提供を事業内容としており、情報サービス単一事業の

ため、事業の種類別セグメント情報を記載しておりません。 

  

前第２四半期連結会計期間(自 平成21年７月１日 至 平成21年９月30日)及び前第２四半期連結累計

期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日) 
  

全セグメントの売上高の合計及び全セグメントの資産の金額の合計額に占める「本邦」の割合がい

ずれも90％を超えているため、記載を省略しております。 

  

前第２四半期連結会計期間(自 平成21年７月１日 至 平成21年９月30日)及び前第２四半期連結累計

期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日) 
  
   海外売上高が連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。 

  

（追加情報） 

第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号

平成21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適

用指針第20号 平成20年３月21日）を適用しております。 

  

当社及び当グループは情報システムの企画からソフトウェアの開発、ハードウェア等機器の選定及

びシステムの運用や保守等、総合的なサービス提供を事業内容としており、情報サービス単一事業で

あります。そのため、セグメント情報については記載を省略しております。 

  

当第２四半期連結会計期間末（平成22年９月30日） 

当社及び当グループは不動産賃借契約に基づく本社オフィス等の退去時における原状回復に係る債務

を有しておりますが、当該債務に関する賃借資産の使用期間が明確でなく、また移転計画もないことか

ら、資産除去債務を合理的に見積ることができません。そのため、当該債務に見合う資産除去債務を計

上しておりません。 

(14) セグメント情報等

【事業の種類別セグメント情報】

【所在地別セグメント情報】

【海外売上高】

【セグメント情報】

(15) 資産除去債務関係
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 ①１株当たり純資産額 
  

   

 ②１株当たり四半期純利益金額等 

第２四半期連結累計期間 

 
  

(注) １株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎 

 
  

第２四半期連結会計期間 

 
  

(注) １株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎 

 
  

 該当事項はありません。 

(16) １株当たり情報

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末 
(平成22年３月31日)

1,540円62銭 1,516円79銭

前第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日  
 至 平成22年９月30日)

 

１株当たり四半期純利益金額 43円66銭

  
  なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 
については、新株予約権付社債等潜在株式がないため
記載しておりません。

 

１株当たり四半期純利益金額 44円97銭

  なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 
については、新株予約権付社債等潜在株式がないため
記載しておりません。

項目
前第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年９月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(百万円) 2,313 2,383

普通株式に係る四半期純利益(百万円) 2,313 2,383

普通株主に帰属しない金額(百万円) － －

普通株式の期中平均株式数(株) 52,997,821 52,997,710

前第２四半期連結会計期間
(自 平成21年７月１日 
 至 平成21年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自 平成22年７月１日  
 至 平成22年９月30日)

 

１株当たり四半期純利益金額 24円70銭

  
  なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 
については、新株予約権付社債等潜在株式がないため
記載しておりません。

 

１株当たり四半期純利益金額 24円42銭

  なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 
については、新株予約権付社債等潜在株式がないため
記載しておりません。

項目
前第２四半期連結会計期間
(自 平成21年７月１日
至 平成21年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自 平成22年７月１日
至 平成22年９月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(百万円) 1,309 1,293

普通株式に係る四半期純利益(百万円) 1,309 1,293

普通株主に帰属しない金額(百万円) － －

普通株式の期中平均株式数(株) 52,997,821 52,997,679

(17) 重要な後発事象
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当社は情報サービス単一セグメントでありますが、サービス分野別の当第２四半期連結累計期間(平

成22年４月１日～平成22年９月30日)の生産実績、受注実績及び販売実績を示すと、次のとおりであり

ます。 

  

 
(注) １ 金額は、販売価格によっております。 

２ 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

  

 
(注) 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

  

 
  当第２四半期連結累計期間と前第２四半期連結累計期間の主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実

績に対する割合は、次のとおりであります。 

 
(注) 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

4. 補足情報

 生産、受注及び販売の状況

第２四半期連結累計期間（平成22年４月１日～平成22年９月30日）

 (1) 生産実績

サービス分野の名称 生産高(百万円) 前年同四半期比

業務ソリューション事業 40,926 3.5％

基盤ソリューション事業 9,372 26.8％

ビジネスサービス事業 25,250 1.2％

合計 75,550 5.1％

 (2) 受注実績

サービス分野の名称 受注高(百万円) 前年同四半期比 受注残高(百万円) 前年同四半期比

業務ソリューション事業 40,601 △1.5％ 31,746 △0.6％

基盤ソリューション事業 9,290 12.6％ 8,979 106.9％

ビジネスサービス事業 24,796 10.0％ 18,922 △12.8％

合計 74,687 3.7％ 59,648 2.9％

 (3) 販売実績

サービス分野の名称 販売高(百万円) 前年同四半期比

業務ソリューション事業 38,222 △0.4％

基盤ソリューション事業 8,737 18.0％

ビジネスサービス事業 26,764 11.5％

合計 73,724 5.6％

相手先

前第２四半期連結累計期間

(自 平成21年４月１日
  至 平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間

(自 平成22年４月１日
 至 平成22年９月30日)

販売高(百万円) 割合(％) 販売高(百万円) 割合(％)

新日本製鐵㈱ 14,204 20.3 16,204 22.0
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当社は情報サービス単一セグメントでありますが、サービス分野別の当第２四半期連結会計期間(平

成22年７月１日～平成22年９月30日)の生産実績、受注実績及び販売実績を示すと、次のとおりであり

ます。 

  

 
(注) １ 金額は、販売価格によっております。 

２ 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

  

 
(注) 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

  

 
  当第２四半期連結会計期間と前第２四半期連結会計期間の主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実

績に対する割合は、次のとおりであります。 

 
(注) 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

第２四半期連結会計期間（平成22年７月１日～平成22年９月30日）

 (1) 生産実績

サービス分野の名称 生産高(百万円) 前年同四半期比

業務ソリューション事業 20,779 7.9％

基盤ソリューション事業 4,834 110.6％

ビジネスサービス事業 12,275 △3.4％

合計 37,889 10.6％

 (2) 受注実績

サービス分野の名称 受注高(百万円) 前年同四半期比 受注残高(百万円) 前年同四半期比

業務ソリューション事業 22,257 △6.6％ 31,746 △0.6％

基盤ソリューション事業 4,903 99.7％ 8,979 106.9％

ビジネスサービス事業 14,584 17.7％ 18,922 △12.8％

合計 41,745 8.0％ 59,648 2.9％

 (3) 販売実績

サービス分野の名称 販売高(百万円) 前年同四半期比

業務ソリューション事業 21,247 0.7％

基盤ソリューション事業 4,416 45.5％

ビジネスサービス事業 14,071 8.0％

合計 39,735 6.9％

相手先

前第２四半期連結会計期間

(自 平成21年７月１日
  至 平成21年９月30日)

当第２四半期連結会計期間

(自 平成22年７月１日
 至 平成22年９月30日)

販売高(百万円) 割合(％) 販売高(百万円) 割合(％)

新日本製鐵㈱ 7,871 21.2 8,755 22.0
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